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二 ，緒 言

　 本 研 究 は ，溶 込 み 不 良 の 形 状 に 近 い ス リ ッ ト 状 の モ デ ル 欠 陥 を 用 い ． 欠 陥 に 対 す

る 放 射 線 の 照 射 方 向 を 変 化 さ せ ，ま た ， 二 肅 露 出 撮 影 方 法 を 用 い て 透 過 写 真 の コ ン

ト ラ ス ト を 変 化 さ せ る こ と に よ り ，透 過 度 計 の 識 別 最 小 線 径 と 検 出 限 界 と な る ス リ

ッ ト 状 欠 陥 と の 関 係 を 実 験 に よ り 求 め 考 察 し た も の で あ る 。

2 ．実 験 方 法
聰，

　 透 過 写 真 上 で 識 別 で き る 針 金 形 透 過 度 計 の 識 別 最 小 線 径 と 検 出 限 界 と な る ス リ ッ

ト 状 欠 陥 の 形 状 寸 浜 と の 関 係 を 調 べ る た め に ，次 の よ う な 実 験 を 行 な っ た 。

　 試 験 体 は ，図 1 に 示 す よ う な ル
ー ト 部 の 内 部 溶 込 み 不 良 の 形 状 に 近 い ス リ ッ ト 状

の 人 エ 欠 陥 を 使 用 し た 。 ス リ ッ ト 状 欠 陥 は 直 径 8 ．Omm の 丸 棒 に 内 部 加 工 し て あ り ，

そ の 丸 棒 が 厚 さ IOmm の 雌 型 の ス テ ン レ ス 鋼 平 板 の 内 部 で 回 転 さ せ る こ と が で き ，

ス リ ッ ト 状 欠 陥 を 任 意 の 角 度 に 設 定 す る こ と が で き る 。表 1 に 実 験 条 件 を ．図 2 に

撮 影 配 置 を 示 す 。識 別 最 小 線 径 及 び 欠 陥 の 検 出 限 界 を 変 化 さ せ る た め に 二 重 露 出 法

を 用 い ，そ の 露 出 比 を ，表 1 に 示 す よ う に 13 通 り に 定 め た 。
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図 1 　 試 験 体
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図 2 　 樶 影 配 置
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3 ．実 験 結 果

　 図 3 は ，欠 陥 高 さ Hs ，開 口 幅 W の ス リ ッ ト 状 欠 陥 が 照 射 方 向 に 対 し て ψ だ け 傾

い た 時 の 透 過 厚 さ の 分 布 で あ る 。透 過 厚 さ 分 布 の 下 底 の 寸 注 を W2 と す る と W ， は

次 式 で 表 わ さ れ る 。

　 　 W2 ＝ Hs ・ sin ψ ＋ Wcos 　 ・・ ・・ ・ ・・ ・…　 　 。・ ・ （ 1 ）

　 図 4 に ，識 別 最 小 線 径 が o ．5 皿 m 以 下 で ，検 出 限 界 と な る 欠 陥 像 の 像 幅 w2 が o ．6
mm 未 満 の 場 合 の ，識 別 最 小 線 径 の 断 面 積 と 検 出 限 界 と な る ス リ ッ ト 状 欠 陥 の 断 面 積

と の 関 係 を 示 す 。図 4 か ら 明 ら か な よ う に ，識 別 最 小 線 径 の 断 面 積 と 検 出 限 界 と な

る 欠 陥 の 断 面 積 は ほ ぼ 等 し い 値 と な り 図 中 の 　1 ： 1の 実 線 の 上 に 分 布 し て い る 。 2 ・3 》

4 ．検 出 し な け れ ば な ら な い 寸 法 の 溶 込 み 不 良 に 対 し て 必 要 な 透 過 写 真 の 像 質

　 識 別 最 小 線 径 が O ．5n 皿 以 下 で ，検 出 限 界 と な る ス リ ッ ト 状 欠 陥 の 像 寸 法 が O．6 皿 皿

未 満 の 場 合 ，識 別 最 小 線 径 の 断 面 積 と 検 出 限 界 と な る ス リ ッ ト 状 欠 陥 の 断 面 積 は ほ

ぼ 等 し い 。 識 別 最 小 線 径 に 対 す る 検 出 限 界 と な る ス リ ッ ト 状 欠 陥 の 欠 陥 高 さ Hs と

開 口 幅 W の 関 係 を 或 め た も の を 図 5 に 示 す 。 な お ，図 中 の 破 線 は ，（1） 式 の W2 が

0 ．6mm と な る 関 係 を 示 す 。破 線 の 下 の 領 域 が 適 用 可 能 な 範 囲 と な る 。

　 　 ス リ ッ ト 状 欠 陥 の

図 3 　 透 過 厚 さ 分 布
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図 4 　 断 面 積
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図 5 　 開 口 幅 W の 関 係
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